
　
実
は
、
籠
原
小
学
校
か
ら
依

頼
を
受
け
、11
月
に
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
参
加
者
の
有
志
で
子
ど
も

た
ち
を
前
に
音
楽
劇
を
上
演
し

ま
す
。
地
元
の
我
々
が
演
じ
る

手
づ
く
り
の
公
演
を
成
功
さ
せ

た
い
と
張
り
き
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、﹁
劇
団
子
供
シ
ナ
ト
ラ
﹂

を
立
ち
上
げ
、
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
子
ど
も
は
自
由
奔
放
で

す
。
子
ど
も
た
ち
か
ら
私
も
大

い
に
刺
激
を
受
け
て
い
ま
す
。

10
月
か
ら
来
年
３
月
ま
で
子
供

シ
ナ
ト
ラ
の
メ
ン
バ
ー
と
一
般

参
加
の
子
ど
も
た
ち
で
﹁
声
と

体
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
﹂
を
開

催
し
ま
す
が
、
パ
ン
ト
マ
イ
ム

や
武
道
、
太
鼓
な
ど
色
々
な
体

験
を
さ
せ
て
あ
げ
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
近
い
将
来
、
演
劇
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
の
参
加
者
た
ち
が
、
新

た
な
劇
団
を
立
ち
上
げ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

色
々
な
劇
団
が
一
堂
に
上
演
す

る
演
劇
祭
を
熊
谷
で
開
き
た
い

で
す
ね
。
熊
谷
を
演
劇
の
盛
ん

な
ま
ち
に
し
た
い
。
も
ち
ろ
ん

﹁
劇
団
シ
ナ
ト
ラ
﹂も
健
在
で
す
。

来
年
の
秋
に
は
ま
た
上
演
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

﹁
劇
団
シ
ナ
ト
ラ
﹂の
立
ち
上
げ

　
高
校
で
映
画
に
の
め
り
込
み
、

横
浜
の
放
送
映
画
専
門
学
校
で

映
画
の
編
集
を
学
び
ま
し
た
。

卒
業
後
、
横
浜
に
住
み
、
映
画

館
の
映
写
技
師
に
な
り
ま
し
た

が
、
演
劇
に
も
興
味
を
持
ち
、

ア
マ
チ
ュ
ア
劇
団
に
入
団
し
芝

居
を
始
め
ま
し
た
。

　
造
園
業
へ
職
を
変
え
一
本
立

ち
し
、
熊
谷
に
は
平
成
６
年
に

帰
っ
て
き
ま
し
た
。
で
も
、
熊

谷
に
は
劇
団
が
な
か
っ
た
。
近

所
に
素
晴
ら
し
い
劇
場
﹁
熊
谷

文
化
創
造
館
さ
く
ら
め
い
と
﹂が

で
き
る
と
い
う
話
も
あ
っ
て
、

な
ら
ば
自
分
で
と
﹁
劇
団
シ
ナ

ト
ラ
﹂を
立
ち
上
げ
た
ん
で
す
。

そ
し
て
、
さ
く
ら
め
い
と
の
柿

落
と
し
で
は
、
ソ
ー
ン
ト
ン
・

ワ
イ
ル
ダ
ー
作﹁
わ
が
町
﹂を
上

演
し
ま
し
た
。

み
ん
な
で
演
劇
を

　
現
在
、
さ
く
ら
め
い
と
で
市

民
が
参
加
し
、
演
劇
を
楽
し
む

﹁
熊
谷
演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
﹂

を
、
主
催
者
の
一
人
と
し
て
開

催
し
て
い
ま
す
。
今
年
で
３
回

目
と
な
り
ま
す
が
、
35
人
の
参

加
者
が
来
年
３
月
の
演
劇
上
演

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
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●子どものおやつ・お茶うけ
　　　ビールのおつまみにも合います

ね　ぎ　棒

演
劇
で
ま
ち
を
盛
り
上
げ
た
い
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市
報

人口と世帯　●平成18年９月１日現在（対前月比）

　■人口　194,528人（+58）　男　97,454人（+26）　女　97,074人（+32）　■世帯　74,863世帯（+78）

環境にやさしい大豆油インキ

古紙配合率100％再生紙を
使用しています。

　「市報くまがや」は、自治会を通してお届けします。また、市役所・行政センター・出張所・公民館・駅連絡所などでもお配りしています。インターネ
ットでも「市報くまがや」をご覧になれます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   「市報くまがや」は毎月１日（原則）に発行します。（URL）http://www.city.kumagaya.lg.jp/
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貴  
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地場産農産物地場産農産物で地場産農産物で

劇
団
シ
ナ
ト
ラ
座
長

一 言 ア ド バ イ ス

今月の料理人は妻沼東５丁目の
　　　高  山  晴  子さん

(

造
園
業
・
新
堀
新
田)


◆農業振興課　3内線442

なったら出来上がり。（日持ちするので作りおきし
ておけます。）

　香ばしさと歯応えが
おつまみや軽食にぴっ
たり。味噌の代わりに
パルメザンチーズや桜
えびを加えてもおいし
く、カルシウムアップ
できます。

　　　◆健康づくり課
　　　　3５２８－０６０１

■材料 　　　　
　小麦粉……………500g　　水……80～100cc 
　長ネギ…………… １本　　サラダ油……適宜
　ゴマ………………  20g　　唐辛子
 味噌………………100g　　　（好みで入れる）　

■作り方
①長ネギは細かく刻んでおく。
②ボールに材料を全部入れて、固くこねる。
　（水は固さをみて加減する。）
③固まりになったものをめん棒で伸ばし、1cmくら
　いの幅に切る。 
④170～180℃位の温度の油で揚げる。きつね色に

は ごた

み　そ

お
か
　



だ
　
　
た
か
　
　
し

こ
け
ら

劇団子供シナトラのメンバーとスタッフ（右端が岡田さん）

主な内容主な内容

URL   http://www.city.kumagaya.lg.jp/

 

食
欲
の
秋
、
収
穫
の
秋
が
や
っ
て
き
ま
し
た

 

火
災
か
ら
大
切
な
命
を
守
る
た
め
に

 

国
民
健
康
保
険
と
老
人
保
健
が
変
わ
り
ま
す

 

市
政
ワ
イ
ド
　
国
民
保
護
に
関
す
る
計
画
原
案
へ
の
意
見
募
集 

ほ
か

 

市
政
情
報
　
民
間
学
童
ク
ラ
ブ
の
入
所
受
付 

ほ
か

 

く
ら
し
の
情
報
　
催
し
・
講
習
・
募
集
・
試
験
・
ス
ポ
ー
ツ
・
相
談

市報

2006 10 第１3号平成18年

い
き
い
き
元
気 

み
ん
な
の
健
康

文
化
施
設
情
報

く
ま
が
や 

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス

・
市
報
ク
イ
ズ 




く
ま
が
や
東
西
南
北

夢
追
い
人
・
フ
レ
ッ
シ
ュ
ク
ッ
キ
ン
グ

恩田のささら獅子舞恩田のささら獅子舞
　　８月　８月2727日、諏訪神日、諏訪神社（下恩田）で社（下恩田）で、江戸時代後期より伝わる、江戸時代後期より伝わる
　「恩田のささら獅子舞　「恩田のささら獅子舞」の」の奉納が行われました。奉納が行われました。

恩田のささら獅子舞
　　８月27日、諏訪神社（下恩田）で、江戸時代後期より伝わる
　「恩田のささら獅子舞」の奉納が行われました。
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今
年
も
話
題
と
人
気
の
﹁
ミ
ニ

く
ま
﹂
販
売
が
始
ま
り
ま
す
。
さ

ら
な
る
品
質
向
上
と
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
を
目
標
と
し
て
、地
元
農
家
・

Ｊ
Ａ
・
熊
谷
青
果
市
場
・
市
内
販

売
店
舗
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
て

取
組
ん
で
い
ま
す
。

●
ミ
ニ
野
菜
「
ミ
ニ
く
ま
」
の

　
特
徴
は
、『
新
鮮
で
使
い
き
り
』

　
地
元
産
な
の
で﹁
新
鮮
﹂、普
通
サ

イ
ズ
よ
り﹁
使
い
や
す
い
﹂、そ
し
て

カ
ッ
ト
野
菜
よ
り﹁
鮮
度
長
持
ち
﹂

が﹁
ミ
ニ
く
ま
﹂の
特
徴
で
す
。

●
今
年
の
「
ミ
ニ
く
ま
」
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

全
６
種
類

　
キ
ュ
ウ
リ
、
チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
、

ダ
イ
コ
ン
、
ハ
ク
サ
イ
、
カ
リ
フ
ラ

ワ
ー
、
キ
ャ
ベ
ツ
の
全
６
種
類
に

な
り
ま
し
た
。
販
売
期
間
は
10
月

中
旬
か
ら
12
月
下
旬
ま
で
の
予
定

熊
谷
市
ミ
ニ
野
菜
「
ミ
ニ
く
ま
」
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た

谷
市
ミ
ニ
野
菜
「
ミ
ニ
く
ま
」
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た

で
す
で
す
。
販
売
店
舗
は

販
売
店
舗
は
、Ｊ
Ａ
く
ま
が

Ｊ
Ａ
く
ま
が

や
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
箱
田
・
久

や
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
箱
田
・
久

保
島
保
島
、八
木
橋
百
貨
店

八
木
橋
百
貨
店
、市
内
ベ
ル

市
内
ベ
ル

ク
︵
一
部
一
部
︶
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
今
年
の

　
ぜ
ひ
、
今
年
の﹁
ミ
ニ
く
ま

ミ
ニ
く
ま
﹂
に

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

※
販
売
店
舗
・
時
期
等
、
多
少
の

※
販
売
店
舗
・
時
期
等
、
多
少
の

　
変
更
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承

　
変
更
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承

　
く
だ
さ
い
。

　
く
だ
さ
い
。

で
す
。
販
売
店
舗
は
、Ｊ
Ａ
く
ま
が

や
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
箱
田
・
久

保
島
、八
木
橋
百
貨
店
、市
内
ベ
ル

ク
︵
一
部
︶
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
今
年
の﹁
ミ
ニ
く
ま
﹂
に

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

※
販
売
店
舗
・
時
期
等
、
多
少
の

　
変
更
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承

　
く
だ
さ
い
。

熊
谷
市
ミ
ニ
野
菜
「
ミ
ニ
く
ま
」
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た

『ミニＱ』丸ごと使って漬物やサラダに

かわいい「ミニくま」がいっぱい

熊
谷
で
は
、
新
鮮
で
お
い
し
い
農
産
物
が
た
く
さ
ん
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

熊
谷
で
は
、
新
鮮
で
お
い
し
い
農
産
物
が
た
く
さ
ん
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

食
欲
の
秋
は
、
熊
谷
産
の
農
産
物
を
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
く
だ
さ
い

食
欲
の
秋
は
、
熊
谷
産
の
農
産
物
を
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
く
だ
さ
い
。

◆
地
産
地
消
推
進
協
議
会
事
務
局

◆
地
産
地
消
推
進
協
議
会
事
務
局（
農
業
振
興
課
内
）

農
業
振
興
課
内
）
3
内
線
内
線
4
4
2

食
欲
の
秋

食
欲
の
秋
、収
穫
の
秋
が

収
穫
の
秋
が
や
っ
や
っ
て
き
ま
し
た
。

て
き
ま
し
た
。

熊
谷
で
は
、
新
鮮
で
お
い
し
い
農
産
物
が
た
く
さ
ん
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

食
欲
の
秋
は
、
熊
谷
産
の
農
産
物
を
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
く
だ
さ
い
。

◆
地
産
地
消
推
進
協
議
会
事
務
局（
農
業
振
興
課
内
）
3
内
線
4
4
2

食
欲
の
秋
、収
穫
の
秋
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

食
欲
の
秋
、収
穫
の
秋
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

地
粉
を
使
っ
た
香
り
豊
か
な
う
ど
ん
を
ど
う
ぞ

地
粉
を
使
っ
た
香
り
豊
か
な
う
ど
ん
を
ど
う
ぞ

　
熊
谷
市
に
は

　
熊
谷
市
に
は﹁
麦
王
麦
王
︵
麦
翁
麦
翁
︶
﹂
︶
﹂
と

呼
ば
れ
た
権
田
愛
三
︵
１
８
５
０

呼
ば
れ
た
権
田
愛
三
︵
１
８
５
０

〜
１
９
２
８
年
︶
と
い
う
偉
人
が

〜
１
９
２
８
年
︶
と
い
う
偉
人
が

い
ま
し
た
。
麦
王
・
愛
三
は

い
ま
し
た
。
麦
王
・
愛
三
は
、﹁、﹁
二

毛
作
﹂
や
﹁
麦
踏
み
﹂
を
全
国
に

毛
作
﹂
や
﹁
麦
踏
み
﹂
を
全
国
に

広
め
、
小
麦
の
生
産
増
加
に
貢
献

広
め
、
小
麦
の
生
産
増
加
に
貢
献

し
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。

　
現
在
、
熊
谷
市
は
関
東
で
も
有

　
現
在
、
熊
谷
市
は
関
東
で
も
有

名
な
小
麦
の
大
生
産
地
と
な
り
、

名
な
小
麦
の
大
生
産
地
と
な
り
、

を
作
成
し
配
布
を
始
め
ま
し
た
。

を
作
成
し
配
布
を
始
め
ま
し
た
。

配
布
場
所
は
農
業
振
興
課
︵
市
役

配
布
場
所
は
農
業
振
興
課
︵
市
役

所
７
階
︶
で
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー

所
７
階
︶
で
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
マ
ッ
プ
︵
Ｐ
Ｄ
Ｆ

ム
ペ
ー
ジ
で
も
マ
ッ
プ
︵
Ｐ
Ｄ
Ｆ

形
式
︶
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

形
式
︶
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
食
欲
の
秋
に
、
マ
ッ
プ
を
手
に

　
食
欲
の
秋
に
、
マ
ッ
プ
を
手
に

入
れ
て
、
色
々
な
熊
谷
の
う
ど
ん

入
れ
て
、
色
々
な
熊
谷
の
う
ど
ん

を
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し

を
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

ょ
う
か
。

地
粉
を
使
っ
た
香
り
豊
か
な
う
ど
ん
を
ど
う
ぞ

　
熊
谷
市
に
は﹁
麦
王
︵
麦
翁
︶
﹂
と

呼
ば
れ
た
権
田
愛
三
︵
１
８
５
０

〜
１
９
２
８
年
︶
と
い
う
偉
人
が

い
ま
し
た
。
愛
三
は
、﹁
二
毛
作
﹂

や
﹁
麦
踏
み
﹂
を
全
国
に
広
め
、

小
麦
の
生
産
増
加
に
貢
献
し
ま
し

た
。

　
現
在
、
熊
谷
市
は
関
東
で
も
有

名
な
小
麦
の
大
生
産
地
と
な
り
、

を
作
成
し
配
布
を
始
め
ま
し
た
。

配
布
場
所
は
農
業
振
興
課
︵
市
役

所
７
階
︶
で
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
マ
ッ
プ
︵
Ｐ
Ｄ
Ｆ

形
式
︶
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
食
欲
の
秋
に
、
マ
ッ
プ
を
手
に

入
れ
て
、
色
々
な
熊
谷
の
う
ど
ん

を
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

ば
く
お
う

県
内
の
生
産
量
で
は
第
一
位
を
誇

県
内
の
生
産
量
で
は
第
一
位
を
誇

っ
て
い
ま
す
。
小
麦
の
主
な
品
種

っ
て
い
ま
す
。
小
麦
の
主
な
品
種

は
﹁
農
林

は
﹁
農
林
6161
号
﹂﹁﹂﹁
あ
や
ひ
か
り

あ
や
ひ
か
り
﹂

で
、
主
に
う
ど
ん
な
ど
麺
類
に
利

で
、
主
に
う
ど
ん
な
ど
麺
類
に
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市


地
産
地
消
推
進
協
議
会
で
は

地
産
地
消
推
進
協
議
会
で
は
、

地
元
小
麦
の
消
費
拡
大
・
地
域
活

地
元
小
麦
の
消
費
拡
大
・
地
域
活

性
化
を
図
る
た
め
、
熊
谷
産
地
粉

性
化
を
図
る
た
め
、
熊
谷
産
地
粉

を
使
っ
た
う
ど
ん
の
店
の
マ
ッ
プ

を
使
っ
た
う
ど
ん
の
店
の
マ
ッ
プ

め
ん
め
ん

県
内
の
生
産
量
で
は
第
一
位
を
誇

っ
て
い
ま
す
。
小
麦
の
主
な
品
種

は
﹁
農
林
61
号
﹂﹁
あ
や
ひ
か
り
﹂

で
、
主
に
う
ど
ん
な
ど
麺
類
に
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市


地
産
地
消
推
進
協
議
会
で
は
、

地
元
小
麦
の
消
費
拡
大
・
地
域
活

性
化
を
図
る
た
め
、
熊
谷
産
地
粉

を
使
っ
た
う
ど
ん
の
店
の
マ
ッ
プ

め
ん

ご
ん



だ


あ
い
ぞ
う
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④良質な熊谷産「ネギ」
　  　熊谷産ネギの多くは、妻沼地区で生産され、基本的に６～３月で栽
　  培されています。
　  　白く長くやわらかく、他の有名な産地にも負けない良質なネギです。
　  これからの季節、鍋料理には欠かせないネギですが、ぜひ高品質な熊
　  谷産ネギを使ってください。

　熊谷市は米麦二毛作地帯として県内でも有数な地域で
すが、野菜生産や畜産も盛んに行われ、農産物が豊富に
生産されています。
　地元の農産物を、地元で消費することを「地産地消」
といいます。市では地元農産物消費拡大と地域活性化を
図るため地産地消を推進しています。
　地元農産物は、新鮮で安価で栄養価が高いと言われて
います。熊谷市には、市内農家が一生懸命に作ったおい
しい農産物が豊富にありますので、ぜひ熊谷産農産物を
ご利用ください。

熊谷市の地産地消の推進

①おいしい新米の季節です。熊谷産「お米」
　  　熊谷市では主に「キヌヒカリ」「コシヒカリ」が作られています。ち
　  ょうど今月は収穫時期で、農家は稲刈りで大忙しです。これからの季
　  節、直売所店頭には熊谷産の新米が並びますが、新米を上手に炊くに
  　は、精米したてのお米を使って、炊飯器の目盛りより少し少なめに水
　  を入れて炊きます。
　  　県内でも有数な産地・熊谷産のおいしいお米をぜひご利用ください。

②海外でも人気の兆し。ヘルシー野菜「ヤマトイモ」
　  　熊谷市は県内でも有数なヤマトイモの生産地となっています。収穫
　  は10月中旬以降ですが、冷蔵貯蔵され周年出荷されています。
　  　ヤマトイモは、良質のたんぱく質とミネラルを豊富に含み、消化促
　  進・滋養強壮に効果のあるヘルシー野菜です。最近では海外でＰＲさ
　  れ、健康志向の高まりと共に海外でも知られてきています。
　  　調理方法は、すり下ろし、揚げもの、焼きもの等様々です。

③紫外線から肌を守る「ニンジン」
　  　熊谷産ニンジンが直売所の店頭に並ぶ季節となりました。
　  熊谷市は県内で有数なニンジンの生産地で、主な収穫時期は４～６月、
　   10～12月です。
　  　ニンジンに含まれる代表的な栄養素といえば「ベータカロテン」で
　  す。ベータカロテンは紫外線から肌を守る効果があると言われていま
　  す。茹でて食べると一段と吸収されやすくなるようです。

熊谷産のおいしいお米熊谷産のおいしいお米

ベータカロテン豊富なニンジンベータカロテン豊富なニンジン

良質な熊谷産ネギ良質な熊谷産ネギ

栄養たっぷりなヤマトイモ栄養たっぷりなヤマトイモ

熊谷産のおいしいお米

ベータカロテン豊富なニンジン

良質な熊谷産ネギ

栄養たっぷりなヤマトイモ

熊谷の農産物のいろいろ熊谷の農産物のいろいろ

ち さん ちしょう

たい  ひ

ゆ

じょうず

　熊谷市有機センターの良質な有機堆肥
「めぬま堆肥くん」を使用して栽培した野菜
には「めぬま堆肥
くんシール」が添
付されています。
　これらの野菜は
10月から道の駅め
ぬま物産センター
で販売されていま
す。

熊谷ブランドの安心安全な野菜の目印
　　　　　「めぬま堆肥くん」シール

めぬま堆肥くんシール
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火
災
か
ら
大
切
な
命
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守
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に

火
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か
ら
大
切
な
命
を
守
る
た
め
に

火
災
か
ら
大
切
な
命
を
守
る
た
め
に

◆
熊
谷
地
区
消
防
本
部 
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①
消
防
職
員
、
市
職
員
等
を
装
う
。

②
恐
怖
心
を
あ
お
る
、
お
ど
す
。

③
特
別
価
格
を
強
調
す
る
。

④
考
え
る
時
間
を

　
与
え
な
い
。

悪
質
な
訪
問
販
売
等
に
注
意

　
設
置
の
義
務
化
に
伴
い
、
悪
質
な
訪
問
販

売
な
ど
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
消
防
職
員
の
よ

う
な
服
装
で
訪
れ
た
り
、
商
品
を
不
当
な
価

格
で
、
強
引
に
販
売
し
た
り
す
る
悪
質
業
者

に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
消
防
署
や
市

役
所
が
特
定
の
業
者
の
あ
っ
せ
ん
や
販
売
の

依
頼
を
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
取
付
け
は
自
分
で
簡
単
に
出
来
る

も
の
が
多
く
、
点
検
も
普
段
か
ら
自
分
で
行

え
ま
す
。

ど
こ
で
買
え
る
の
？

　
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、
電
気
店
、
防
災
設
備

取
扱
店
な
ど
で
、
メ
ー
カ
ー
や
種
類
に
よ
り

価
格
は
異
な
り
ま
す
が
、
電
池
式
の
も
の
で

1
個
当
た
り
３，
０
０
０
円
か
ら
１
０，
０
０
０

円
く
ら
い
で
購
入
で
き
ま
す
。

　
な
お
、﹁
日
本
消
防
検
定
協
会
﹂
の
鑑
定
マ

ー
ク
︵
N
S
マ
ー
ク
︶が
付
い
て
い
る
も
の
を

推
奨
し
ま
す
。

※
住
宅
防
火
対
策
推
進
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ

　
ー
ジ
に
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
等
の
取

　
扱
店
リ
ス
ト
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　h

ttp
:/
/
w
w
w
.ju
b
o.g

o.jp
/

全
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

設
置
義
務

　
消
防
法
お
よ
び
熊
谷
地
区
消
防
組
合

火
災
予
防
条
例
の
改
正
に
伴
い
、
す
べ

て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

新
築
住
宅

　
６
月
１
日
か
ら
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

既
存
住
宅

　
平
成
20
年
５
月
31
日
ま
で
に
設
置
が

必
要
と
な
り
ま
す
。


な
ぜ
義
務
化
さ
れ
る
の
？

　
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
︵
放
火
自
殺
者

等
を
除
く
︶
は
近
年
急
増
し
て
い
ま
す
。
平

成
15
年
に
は
１，
０
０
０
人
を
超
え
て
お
り
、

平
成
17
年
の
同
死
者
数
は
、１，
２
２
０
人
と
、

デ
ー
タ
の
あ
る
昭
和
54
年
以
降
で
最
多
と
な

っ
て
い
ま
す
。


　
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
半
数
以
上
が
、逃

げ
遅
れ
に
よ
る
も
の
で
す
。住
宅
用
火
災
警
報

器
は
、火
災
の
熱
や
煙
を
感
知
し
、
警
報
音
な

ど
で
い
ち
早
く
火
災
の
発
生
を
知
ら
せ
ま
す
。

　
住
宅
火
災
１
０
０
件
あ
た
り
の
死
者
数
で

比
較
す
る
と
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

す
る
こ
と
に
よ
り
死
者
数
が
３
分
の
１
以
下

に
減
少
し
た
と
い
う
統
計
結
果
も
あ
り
、
大

変
有
効
で
す
。


だ
ま
し
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
に

　
　
　
気
を
付
け
ま
し
ょ
う

平成17年  住宅火災による死者数
１,２２０人（放火自殺者等を除く）
（総務省消防庁データより）

その他





28.4％





(346人)

逃げ遅れ

　63.1％
　　（770人）

➡
➡

住宅用火災警報器の設置状況

天井取付け式

壁取付け式

NSマーク

着衣着火

6.2％（76人）

出火後再進入

2.3％(28人)
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ど
こ
に
設
置
す
る
の
？

住宅用火災警報器設置例
　
寝
室
︵
就
寝
の
た
め
に
使
用
す
る
部
屋
︶
と
、
２
階
建
て
で
２
階
に
寝
室
が
あ
る
場
合
は
、
階
段
最
上
部
の
天
井
ま

た
は
壁
面
に
設
置
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
熊
谷
地
区
消
防
本
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
消
防
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

2　階　建　て

3　階　建　て

1　階　建　て

警報器を設置する必要がなかった階でも、寝室を除く居室（床面積が７m2以上）が５部屋以上ある場合は、廊下部
分に警報器の設置が必要になります。廊下

火
災
予
防
運
動
の
重
点
目
標

①
消
防
法
改
正
を
踏
ま
え
た
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

②
放
火
火
災
・
連
続
放
火
火
災
予
防
対
策
の
推
進

③
消
火
器
の
適
切
な
維
持
管
理
の
推
進

住
宅
防
火  

い
の
ち
を
守
る  

3
つ
の
習
慣 

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ

　
た
位
置
で
使
用
す
る
。

③
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
、

　
必
ず
火
を
消
す
。

4
つ
の
対
策 

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警

　
報
器
を
設
置
す
る
。

②
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

　
防
炎
製
品
を
使
用
す
る
。

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住
宅

　
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る
た

　
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

火
の
取
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

全国一斉　秋季火災予防運動
　
11
月
９
日
㈭
か
ら
11
月
15
日
㈬
ま
で
全

国
一
斉
に
秋
季
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ

れ
ま
す
。 

　
自
衛
消
防
隊
初
期
消
火
訓
練
指
導
会

　
火
災
予
防
運
動
を
前
に
多
数
の
事
業
所
が

参
加
し
、
自
衛
消
防
隊
に
よ
る
初
期
消
火
訓

練
の
成
果
を
披
露
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
お
出
掛
け
く
だ
さ

い
。
今
年
は
、
会
場
を
変

更
し
実
施
し
ま
す
。

と
き
　
10
月
12
日
︵
木
︶
　

　
10
時
〜
15
時

と
こ
ろ
　
熊
谷
ス
ポ
ー
ツ

　
文
化
公
園



に
ぎ
わ
い
広
場

※１　１階の階段および屋外に設置された階
　　　段は設置不要。 
※２　その階段の上階に警報器が設置されて
　　　いる場合は設置不要。

必ず設置

条件により設置

①寝室

②階段

③階段

④階段

普段の就寝に使われる部屋に設
置します。子ども部屋や老人の
居室なども、就寝に使われてい
る場合は対象となります。

寝室がある階から、２つ下の階
の階段に設置します（屋外階段
を除く）。

寝室がある階の階段に設置しま
す（※１）。

寝室が１階のみにある場合は、
居室のある最上階の階段に設置
します。 

寝室 居室 居室居室 階段 居室

寝室
※１

居室

寝室 階段 居室

居室 居室

寝室 階段 居室

寝室
※１

居室

階段

寝室

居室 居室

居室

居室居室

①

②

階段

居室

寝室 居室

居室

居室居室

①　　　②

③

①

①

②②①

①

階段

寝室

居室 居室

居室

居室寝室

①

① ②

※１

④
階段

居室

居室 居室

居室

居室寝室

①

※１

階段

寝室

寝室 居室

居室

居室居室

①

①

※２

②

②

階段

居室

寝室 居室

居室

居室寝室

①　　　②

①　　　③

階段

寝室

寝室 居室

居室

居室寝室

①　②

①　
　 ②

①
※１
※２

▼寝室：１階のみの場合　　▼寝室：２階のみの場合　　▼寝室：１階・２階の場合

▼寝室：１階のみの場合　　　　　　　　

▼寝室：２階のみの場合　　　　　　　　

▼寝室：３階のみの場合

▼寝室：１階・２階の場合　　　　　　　　▼寝室：１階・３階の場合

▼寝室：２階・３階の場合　　　　　　　


▼寝室：１階・２階・３階の場合
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10月1日から

　急速な少子高齢化の進展の中で、現在の国民皆保険制度を維持し、持続可能
なものにするため、医療保険制度の改正が行われ、10月1日から自己負担割
合・自己負担限度額等が変わります。

70歳以上の人または老人保健の受給者

■「現役並み所得者」の自己負担割合が変
　わります。（１割負担の方は変更ありません）

 平成18年9月30日まで　 2割負担

平成18年10月1日から　 3割負担 

■高額療養費（老人保健の人は高額医療費）
　の自己負担限度額が変わります。
　１か月の保険診療分の自己負担額が限度額を超えた
場合、超過分を払い戻します（該当する方には、約３か
月後に通知します）。




外


来








外来＋入院







入院時の食事

（個人単位）








（世帯単位）









標準負担額（1食）



現役並み所得者


一　
般

市民税
非課税世帯
　　※


区分Ⅱ
（注１）

区分Ⅰ
（注２）


44,400円


12,000円


8,000円


210円
160円

100円


90日まで　
90日超

260円


80,100円＋医療費が
267,000円を超えた場合は、
超えた分の１％を加算
※４回目以降は44,400円


（過去12か月間）

44,400円


24,600円


15,000円


※市民税非課税世帯の方が減額を受けるためには、「減額認
　定証」が必要です。保険年金課・各行政センター市民環境課
　で申請してください。
（注１）同一世帯の世帯主および国保被保険者（老人保健の方は世帯
　　　全員）が市民税非課税の世帯
（注２）同一世帯の世帯主および国保被保険者（老人保健の方は世帯
　　　全員）が市民税非課税で、所得が０円となる世帯（年金の控除
　　　額は８０万円と計算）

※現役並み所得者には経過措置があります。
　公的年金等控除の縮減および老年者控除の廃止に伴い、
　①課税所得が１４５万円以上２１３万円未満の場合、または
　②課税所得が２１３万円以上で収入合計額が５２０万円以上
　６２１万円（１人の場合は３８３万円以上４８４万円）に満たない
　場合は、申請により高額療養費の自己負担限度額が「現
　役並み所得者」ではなく「一般」の限度額に抑えられます。
　該当すると、受給者証に『自己負担限度額「一般」適用』
　と記載されます。

■療養病床に入院する場合の食費・居住費
　の自己負担額が変わります。 

平成18年9月30日まで
食材料費相当を負担　24,000円

平成18年10月1日から
食費42,000円＋居住費10,000円

※市民税非課税世帯は軽減されます。また、人工呼吸器、難
　病等の患者は食材料費相当のみの負担となります。

※「現役並み所得者」とは…同一世帯に市民税の課税所得が
　１４５万円以上の７０歳以上の方、または老人保健受給者がい
　る方。ただし、７０歳以上の方、または老人保健受給者の平
　成１７年の収入合計額が５２０万円（２人以上の場合。１人の場合
　は３８３万円）未満の場合は、申請により１割負担になります。

70歳未満の人

■高額療養費の自己負担限度額が変わります。
　１か月の保険診療分の自己負担額が限度額を超えた
場合、超過分を払い戻します（該当する方には、約３か
月後に通知します）。

３回目まで　


４回目以降

入院時の食事
　　　　　　

（過去１２か月間）


標準負担額（1食）


上位所得者
基礎控除後の所得が
世帯の合計で、600
万円を超える世帯


一　般

市民税非課税世帯
　　　　　

※



150,000円＋医療費
が500,000円を超えた
場合は、超えた分の
１％を加算

80,100円＋医療費が
267,000円を超えた場合

は、超えた分の１％を加算







35,400円



83,400円


44,400円


24,600円

210円

160円

90日まで　

90日超

260円



※市民税非課税世帯の方が減額を受けるためには、「減額認
　定証」が必要です。保険年金課・各行政センター市民環境課
　で申請してください。

■人工透析を要する上位所得者の自己負担限度額 
　慢性腎不全で人工透析を要する上位所得者については、
自己負担限度額が１万円から２万円に引き上げられます。

出産育児一時金・葬祭費も変わります

○出産育児一時金（１０月１日以後の出産）が３０万円から３５万円
　に変わります。
○葬祭費（１０月１日以後の死亡）が７万円から５万円に変わります。

「１に運動、２に食事、しっかり禁煙、最後に薬」
　増え続ける医療費を「誰がどのように負担するのか」
が課題となっています。自分のためにも、みんなの
ためにも、健康な生活を心がけましょう。

                                  ◆保険年金課　3内線279

医療費の自己負担割合と自己負担限度額など
国民健康保険と老人保健が変わります

自己負担限度額（月額）
（食事・差額ベット代等保険外診療は含まれません。）

自己負担限度額（月額）
（食事・差額ベット代等保険外診療は含まれません。）
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国
民
保
護
に
関
す
る

熊
谷
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計
画
原
案
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の

意
見
を
募
集
し
ま
す

都
市
計
画
変
更
に

　
関
す
る
案
の
縦
覧

差押え不動産を公売します

　
市
で
は
、
外
部
か
ら
の
武
力
攻

撃
事
態
や
大
規
模
テ
ロ
等
の
際
に

市
民
の
生
命
、
身
体
お
よ
び
財
産

を
保
護
し
、被
害
を
最
小
限
に
と
ど

め
る
た
め
に
、
国
、
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な
ど
の
関

係
機
関
と
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、
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力
し
て
、
住

民
を
迅
速
か
つ
的
確
に
避
難
・
救

援
す
る
た
め
、﹁
国
民
保
護
に
関
す

る
熊
谷
市
計
画
﹂
の
策
定
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
国
の﹁
基
本
指
針
﹂

や﹁
国
民
保
護
に
関
す
る
埼
玉
県
計

画
﹂な
ど
を
も
と
に﹁
国
民
保
護
に

関
す
る
熊
谷
市
計
画︵
原
案
︶﹂と
し

て
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
を

公
表
し
、
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

意
見
募
集
期
間
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月
２
日︵
月
︶

　
〜
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日︵
金
︶

公
表
方
法
　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

　
掲
載
す
る
ほ
か
、
次
の
場
所
で

　
閲
覧
で
き
ま
す
。
　
　
　
　

・
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
︵
市
役
所

　
１
階
︶

・
安
心
安
全
課︵
市
役
所
４
階
︶

・
大
里
お
よ
び
妻
沼
行
政
セ
ン
タ

　
ー
の
各
総
務
税
務
課

意
見
の
提
出
方
法
　
閲
覧
場
所
に

　
設
置
し
て
あ
る
﹁
国
民
保
護
に

　
関
す
る
熊
谷
市
計
画︵
原
案
︶に

　
か
か
る
意
見
書
﹂
に
必
要
事
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全
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所
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※
電
話
に
よ
る
意
見
は
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付
け
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せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

意
見
等
の
取
扱
い
　
提
出
い
た
だ

　
い
た
意
見
等
は
、
計
画
を
策
定

　
す
る
際
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た

　
だ
き
ま
す
。

　
　
な
お
、
意
見
に
対
す
る
結
果

　
に
つ
い
て
は
、
市
の
考
え
方
と

　
し
て
ま
と
め
、
12
月
中
旬
頃
に

　
市
ホ
ー
ム
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ー
ジ
等
で
公
表
す

　
る
予
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で
す
。

※
意
見
に
対
す
る
個
別
回
答
は
し
ま

　
せ
ん
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
安
心
安
全
課
　
3
内
線
３
３
３
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
‥
５
２
５-

９
０
５
１

Ｅ
メ
ー
ル
‥a

n
s
h
in
a
n
z
e
n
@

　c
ity

.k
u
m
a
g
a
y
a
.lg
.jp



　
旧
１
市
２
町
︵
熊
谷
市
・
大
里

町
・
妻
沼
町
︶
の
合
併
に
伴
い
都

市
計
画
の
変
更
が
必
要
と
な
り
ま

し
た
の
で
、
都
市
計
画
法
第
17
条

第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
都
市

計
画
に
関
す
る
案
に
つ
い
て
の

縦
覧
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
ら
計
画

案
に
つ
い
て
意
見
の
あ
る
方
は

意
見
書
を
提
出
で
き
ま
す
。
な

お
、
意
見
書
を
提
出
で
き
る
方
は

熊
谷
市
の
住
民
お
よ
び
利
害
関
係

人
で
す
。

今
回
対
象
の
都
市
計
画

①
熊
谷
都
市
計
画
﹁
都
市
計
画
区

　
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の

　
方
針
﹂の
変
更

②
熊
谷
都
市
計
画﹁
道
路
﹂の
名
称

　
の
変
更
お
よ
び
車
線
数
の
決
定

縦
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で
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す
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意
見
書
提
出
期
限
　
11
月
14
日︵
火
︶

◆
都
市
計
画
課
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線
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４
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◆
県


都
市
計
画
課

　
3
０
４
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８
３
０-

５
３
３
７

公売物件　土地付建物、１区画（西城）
入 札 日　11月７日（火） 
入札時間　13時30分～14時
入札会場　県 熊谷地方庁舎 大会議室（４階） 
公売案内　詳しくは10月６日（金）以降にお問い合わ
　　　　せください。また、公売手続き、公売財産
　　　　の詳細などを記載した「公売案内」を納税課、
　　　　県 熊谷県税事務所などで配付します。市ホ
　　　　ームページでもお知らせします。
　　　※公売を中止すること
　　　　がありますので、入
　　　　札前に下記にお問い
　　　　合わせください。
◆納税課　3内線533
◆県 熊谷県税事務所
　3523-3263

　対象は、65歳以上の方で介護認定の対象とならない方
または介護認定で非該当となった方のうち、要支援・要
介護状態に移行するおそれのある虚弱な高齢者です。
　利用につきましては、市内の各保健センターで基本健
康診査を受診し（既に実施済の場合は必要ありません。）、
実態把握を行ったうえで、サービスの参加が望ましい方
を選定します。
　利用者は、サービス提供の場所へ週１回程度（３～６
月程度）通っていただき、運動器の機能向上、栄養改善、
口腔機能の向上を中心としたプ
ログラムに参加していただきま
す。なお、対象となる方へは、
サービス参加の意向確認の連絡
をします。
◆大里広域市町村圏組合　
　　　　　　　　　3501-1330
◆熊谷・大里・妻沼介護保険事務所

10月から

通所型介護予防サービスが
　　　　　　　　  始まります。
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こうくう

　市税の滞納処分として、差押財産の売却（公売）
を県（北部地区県税事務所）および県北部地域市
町村と共同で行います。本市では１件を公売します。


